
船舶インシデント調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（機関故障） 

発生日時 令和６年１０月２６日 １３時３０分頃 

発生場所 長崎県佐世保市鼠
ねずみ

島南西方沖（九十九島湾） 

 九十九
く じ ゅう く

島湾大崎
おおさき

防波堤灯台から真方位１５６°１,２００ｍ付近 

 （概位 北緯３３°０９.４′ 東経１２９°３８.８′） 

インシデントの概要  プレジャーボート第二栄
さかえ

丸は、航行中、主機が排気ガスを正常に

排出できずに運航不能となった。 

インシデント調査の経過 令和６年１１月１日、主管調査官（長崎事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 第二栄丸、５トン未満（長さ９.８０ｍ） 

 ２９２－２０３４１長崎、個人所有 

ディーゼル機関、船内機、４サイクル、出力１２１.４kＷ、回転数

毎分２,６００、６気筒、ボア１０２.０mm、使用燃料軽油、機関製

造年月不詳、昭和５７年４月進水 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南、風力 ３、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 インシデントの経過 (1) 本インシデント発生前の状況 

  ① 購入前における本船の点検及び整備 

船長は、中古船舶の購入を検討していた際、知人（以下「前

所有者」という。）から本船を紹介され、前所有者と共に試乗し

たところ、不具合が見られなかったので購入した。 

船長は、船体、主機等の点検及び整備を整備会社に依頼しよ

うと考えたが、前所有者から運航に支障がないと聞き、近場で

運航してから点検等を行うことにした。 

船長は、前所有者から主機等の整備状況などを確認しなかっ

たが、一方、前所有者は、本船を運航したのが約１年前の購入

時１回と船長との試乗時のみで、約１年以上整備を行っておら

ず、主機等の状態を十分に把握していなかった。 

  ② 本インシデント前における本船の運航 

後日、本船は、船長が乗り組み、主機等の状態確認及び釣り

の目的で出航した。本船は、航行中、操舵室の中に機関室から

の白煙が上がってきたので、船長が異状を感じて主機を低回転

とし、出航地に帰航した。 



主機の排気管には、冷却水管が接続され、冷却水を混入する

ことで主機からの排気が冷却される構造になっていた。なお、

主機各部を冷却している冷却水は、船体左舷側の排出口から排

出されていた。（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 主機等の構造（上方から撮影、船長提供） 

 

船長は、主機から船尾まで設置されている塩化ビニール製の

排気管の確認を行ったところ、主機近くの同排気管が一部溶け

て破口が認められた。 

船長は、本船の運航を続ければ、塩化ビニール製の排気管の

破口が拡大して、高温の排気ガス及び火の粉が機関室内の可燃

物に引火して火災になり、周囲の構造物が焼損するおそれがあ

るので、整備会社に依頼して主機近くの排気管を鋼製排気管に

交換した。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 本船の排気管の設置状況 

 

船長は、主機の冷却水の一部が排気管に流れる構造を知らな

かったので、発航前検査において、別の知人に教わったとおり

冷却水管 



主機を冷却した冷却水が船体左舷側から出ているのを確認した

のみで、船尾にある排気口からの排気ガスの排出状況について

は確認していなかった。 

(2) 本インシデント発生時の状況 

本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者１人を乗せ、発航前検

査で船体左舷側の排出口から冷却水が出ていることを確認して主

機の冷却系統に異状はないと思い、排気管の状態確認及び給油の
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を外して甲板下を確認したところ、

塩化ビニール製排気管が一部溶けて破口を認めた。 

船長は、船尾部の船底区画に大量の高温の煙が充満していたの

で、前回と同様に塩化ビニール製排気管の破口が拡大すれば、同

区画の構造物等が高温の排気ガス及び火の粉によって焼損するお

それがあり、本船を運航できないと判断した。 

船長は、主機を止めて本船を漂泊させ、１１８番通報を行って

救援を要請した。 

本船は、来援した巡視艇に係留場所の沖までえい
．．

航された後、

断続的に主機を運転して自力で係留場所に着桟した。 

本船は、船長が整備会社に依頼して主機等の確認を行ったとこ

ろ、排気冷却用の主機冷却水管が同管と排気管を接続する金物

（以下「本件接続金物」という。）手前の場所で、石灰のような堆

積物でほぼ閉塞しているのが認められ、排気管へ冷却水がほとん

ど流れない状態となっていた。 

分析 (1) 本船は、運航した回数が前所有者による回航時及び船長の試乗

時の２回であり、主機等の整備状況が十分に把握されていなかっ

た。船長は、船舶に関する知識がある前所有者から、本船の運航

に支障がないと言われたことをそのまま信用したものと考えられ

る。 

(2) 船長は、前記(1)を受けて主機等の点検及び整備を行わず、ま

た、冷却水が排気管に流れる仕組みを知らないまま、本インシデ

ント前及び本インシデント時に本船を出航させたものと考えられ

る。 

(3) 船長は、発航前検査において船体左舷側にある主機を冷却した

冷却水の排出口のみを点検し、排水を確認すれば運航に問題はな

いと思っていたものと考えられる。 

(4) 本船は、運航時、排気冷却用の主機冷却水管が本件接続金物の

手前の場所で閉塞して塩化ビニール製排気管に冷却水が流れてい

なかったことから、塩化ビニール製の排気管が主機からの排気熱



によって過熱され溶損したものと考えられる。 

(5) 船長は、本インシデント発生時、塩化ビニール製排気管に破口

が確認され、船尾部の船底区画に大量の高温の煙が充満してお

り、同破口が拡大すれば周囲の構造物等が高温の排気ガス及び火

の粉によって焼損するおそれがあることから、本船を運航できな

いと判断したものと考えられる。 

(6) (2)～(5)から、船長は、本船の主機等の点検及び整備を行わ

ず、また、本船の冷却水が排気管に流れている仕組みを知らずに

運航を続けたことから、本船は、航行中、塩化ビニール製の排気

管が溶損し、破口から排気ガスが漏れて主機が運転できなくな

り、運航不能となったものと考えられる。 

原因 本インシデントは、船長が、本船主機の排気系統の点検及び整備を

行わなかったため、また、排気管冷却の仕組みを知らず、出航前点検

で異常を発見できなかったため、排気冷却用の主機冷却水管が閉塞し

ていることに気付かず、本船の航行中に塩化ビニール製排気管が溶損

し、破口から排気ガスが漏れて、主機が運転できなくなったことによ

り発生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、中古船舶購入時、搭載機器の整備状況を把握できない場

合には、主要な搭載機器の点検及び整備を行ってから運航するこ

と。また、搭載機器等の取扱説明書を入手すること。 

 ・船長は、搭載機器等の構造と仕組みを理解し、取扱説明書に従っ

て発航前検査を適切に行うこと。 

 


